
 

 

 

 

 
 

  
                                   

 

「トリプルコーク 1440！」「人類史上最高難度のルーティーン！」。興奮する実況のアナウンサ

ー。きっと会場の誰もが、他の選手たちも、彼の３本目の成功を祈り、応援していたと思います。

冬季オリンピック北京大会におけるスノーボードハーフパイプ 金メダルに輝いた平野歩夢選手

です。まだ 2３歳の若い彼に多くの人が惹きつけられたのではないでしょうか。２本目の評価の

低さに怒りがあっても表に出さず、それを３本目のエネルギーに変え、有無を言わせない試技

につなげたところ。誰の所為
せ い

にもせず、不満を口にすることもなく・・・かっこよすぎです。

正真正銘の一流でした。インタビューでは、常に落ち着いた受け応えであり、とにかく無駄な言葉がひとつもな

い。飾らない本心だからしっかり届いてきます。言葉のチョイスも素敵です。一言一言に純粋さや優しさ、重み

が感じられます。周りへの感謝の念を忘れず、己におごることのない謙虚な人柄も伝わってきます。 

 歩夢選手の弟 同種目９位の海祝（かいしゅう）選手も素敵でした。ハーフパイ

プ初出場ながら、見る者の眼をくぎ付けにした驚異の高さ。「金メダルを獲るべき

は兄ちゃんだ」と、兄の努力を一番知る者としての言葉。そして大好きで尊敬す

る兄の金メダルを、自分のことのように喜ぶ姿。「兄ちゃん、兄ちゃん」と世界の

舞台でもはばからず自然体でいられるところ・・・・。 

 「ようやく小さい頃の夢がひとつかなったかな・・・」 兄 歩夢選手が、インタ

ビューで語った言葉に、描く「夢」の力と、それに向かう意志の強さを感じました。

まさに名は体をあらわします。夢にむかって一歩一歩前進する歩夢選手と弟 海祝選手の活躍をこれからも注

目し、応援したくなりました。また、そんな人間的に魅力あふれる平野兄弟は、どのような環境で、どんな人た

ちの中で、どんな言葉をかけられて育ってきたのかも知りたくなった次第です。 

今回のオリンピックにおいては、選手それぞれの人間味あふれるエピソードやコメントが多く伝えられたよう

に思います。また、国を背負って戦うというイメージのオリンピックから、選手個人のたゆまぬ努力と妥協を許さ

ない高い精神力の表現の場に、オリンピックが変わってきたことを強く感じました。国を超えて選手同士が互い

に敬意をはらい、称え合う姿が見られるオリンピックはいいなと改めて思います。皆さんも、オリンピックを通して

感じたこと、考えたことなどをぜひ言葉にして家の人や近くの友達と話してみてください。いろいろ見えてくるも

のが、きっとありますよ。     ※ 「東雲」の大ファンという保護者さん、ありがとうございました。励みになります。【校長】   
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あるクラスの学級通信に「学校にくるとこんなにいいことが」

とクラスの子たちの意見が載っていました。一部紹介します。 

 
 

 感染症防止のため、残念ながら合唱練習ができない卒業式前の学校。それでも最高の卒業式にむけて準備します。 

   令和４年２月２２日発行 

しののめ 

学校のいいところ、みんなよくわか

っているなと思いました。やっぱり学校はいいね。 

※ 裏面の令和３年度の学校評価「生徒アンケート」の結果もご覧ください。 



令和３年度 学校評価（生徒アンケート）
あてはまる・そう思う どちらかというとそう思う

あまりあてはまらない あてはまらない・そう思わない

１ 授業は楽しい そう思う・おおむねそう思うを合わせた割合（2年度73％→3年度81.1%）

２ 授業はよくわかる (75% → 80%)

３ 授業で、自分の意見や考えをもつことができている （80.7％）

４ 授業で学習したことは、将来役に立つと思う (68%→73.9%)

５ 学校生活は楽しい（88％→90.5％）

６ あいさつをしっかりしている (94%→94%)

7  正しい言葉遣いをするように心がけている （88％→90％）

８ 時間やルールをしっかり守って行動している （89％→90％）

12 先生は、自分のよいところを認めてくれている (83%→87.8%)

11 規則正しい生活リズムを守るよう心がけている （77％→71％）

９ 任された当番や係、委員会活動をしっかり行っている （95％→95％）

18 携帯端末やゲームの使い方について、家庭で決めたルールがある （59％→61.6％）

17 自分用のスマートフォンや携帯電話などの携帯端末をもっていて、ネットサーフィンやＳＮＳをしている

16 予習・復習をきちんとしている（自主学習を含む） （67％→72.3％）

15 宿題をきちんとしている （86％→86.8％）

14 家での生活は楽しい （92％→88.4％）

13 ４月からこれまでの学校生活で成長することができた（89.5％）

25    いじめは、どんな理由があっても許されないと思う （90％→96.5％）

24 他の人の役に立つ人間になりたいと思う （90％→92.2％）

23 将来に向けての目標や夢がある （81％→84.9％）

22 自分にはよいところがあると思う （81％→81.5％）

％100806040200

10 給食を残さず食べている （73.9％）

19 読書をしている （56％→42.6％）

20 家の人と学校での出来事について話をする （81％→77.3％）

21 学習塾に通っている

はい

肯定的な回答

５ポイント以

上上昇

肯定的回答

合計８０％以

上

肯定的回答

合計５０％以

下

昨年度の強い

肯定的な回答

○今年度も多くの設問について、肯定的な回答の割合が

高まっています。中でも、強い肯定的回答の割合が大きく

（５ポイント以上）上昇した設問の数も昨年以上であり、これ

までの教育活動の成果が表れているととらえています。

○設問１～４の授業に関しては、新しい指導要領に基づく

授業展開が概ね順調であることが伝わってきます。

○学校生活の様子を尋ねる７つの設問のうち５つが肯定的

回答90％を超えました。生徒たちが自律し取り組んでいる

ことが分かります。

○中でも自らの成長を問う新しい設問（13）において、9割

近い生徒が「成長している」と回答しています。

はい いいえ

いいえ

○設問12「先生は、よいところを認めてくれている」については、かな

り上昇してきましたが、今後も100％に近づくよう、担任だけでなく、す

べての生徒をすべての教職員でしっかりみていくことに努めます。

○設問22～25の自己肯定感や有用感等にかかわる全ての問いで上

昇が見られます。こうした数値でも、現在の東中学校の状況を裏付け

られ ると考えます。

○いくつか肯定的回答の割合が下降している設問もあります。その要

因を探り、改善を図っていきます。

○多くの設問において、年々肯定的な回答の割合が高くなってきて

います。ご家庭のご理解とご協力があってこそと感謝申し上げます。


